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組  ある日、アイクリップ（洗濯ばさみのような玩具）を使って、「マリオカートやよ！」「これはルイージの車！」

と、車を作り、坂道や道路マップの上を走らせて楽しんでいた子どもたち。遊び始めは、どの子も同じ形の車を作

っていましたが、遊んでいるうちに、「タイヤちょっと（4個）からいっぱい（8個）にしたら、倒れんよ！」「ト

ランスフォームしとるんやよ！」とタイヤの数や車の形を工夫し始めました。 

しかし、玩具の数は限られており、「タイヤもっと欲しいのにない！」「赤色のアイクリップもっと使いたい」と

いった声が聞かれるようになってきたので、保育者間で“自分だけの車を作るのはどうだろうか？”という思いが

出てきました。 

さっそく水性ペンとシール、車を用意すると、「車作りたい！」「かわいい車にする～♡」とワクワクな子どもた

ち！好きな色のペンを使い、「かっこいいから、赤と青混ぜて紫色にする！」「見て見て！まるいっぱい描いたのか

わいいでしょ～」「ピンク可愛いから全部ピンク塗る！」「シールも貼ってみた！」と一人一人、保育者に車を見せ

ながらこだわりポイントを伝えていましたよ。 

 

 車が完成すると、さっそく道路マップの上や坂道を走らせたり、ドミノやレゴブロックも使い「ここ駐車場ね」

「ここはトンネル」と必要な物を組み合わせたりしていました。保育者がシールとトイレットペーパーの芯を使

い、信号機を作っていると、“自分たちもやりたい”とオリジナルの信号機を作っていましたよ。今後、道路標識を

追加したり、道を自分たちで作ってみたりしながら遊びを楽しんでいきたいと思います。子どもたちからどんなア

イディア、思いが出てくるか楽しみです♪ 


